
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表示器と、該第１の表示器を有する面と反対の面に第２の表示器を備える携帯無
線機において、
　

　前記選択手段よる選択に基づく表示内容を 第２の表示器に表示することを特徴とす
る携帯無線機。
【請求項２】
　

　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主たる第１の表示器と第１の表示器を補助する第２の表示器とを備える携帯無
線機に関する。
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前記第１の表示器の表示項目を記憶し、前記表示項目のうちから第２の表示器の表示項
目を選択して前記第１の表示器に表示し、前記表示された項目から設定変更を行なう表示
項目を選択する画面表示選択手段を具備し、

前記

第１の表示器と、第２の表示器を備える携帯無線機における前記第２の表示器の表示内
容を変更する表示内容変更方法において、

記憶された前記第１の表示器の表示項目のうちから選択された第２の表示器の表示項目
を前記第１の表示器に表示し、前記表示された項目から設定変更を行なうために選択され
た表示項目を前記第２の表示器に表示することを特徴とする表示内容変更方法。



【０００２】
【従来の技術】
従来の主たる第１の表示器と、それを補助するための第２の表示器とを備えた折畳み式携
帯無線機は、例えば特開平６－３７６９７号公報に開示されている。これによれば、第１
の表示器は筐体の前面側に、第２の表示器は筐体の背面側に配置されており、また、第２
の表示器は携帯無線機が折り畳まれた状態であっても利用者が目視できるように設けられ
ている。
【０００３】
これにより、ユーザは携帯電話機を折り畳んだ状態であっても、第２の表示器を目視する
ことにより、第１の表示器に表示されているいくつかの情報、例えば電界強度、電池電圧
、時計等の情報を得ることができる。
【０００４】
図６に、従来の第２の表示器に表示される内容の一例を示す。この図に示すように、第２
の表示器には、電界バー、電池残量、時計が表示されている。これらの情報は、いずれも
第１の表示器に表示されている情報であり、待ち受け時において利用者が取得したいと考
える情報が第２の表示器に表示されるように予め設定されている。
【０００５】
しかしながら、第２の表示器は第１の表示器の補助的な役割を担っているため、表示エリ
アが第１の表示器に比べて小さく構成されているので、表示可能な情報量が限られてしま
う。また、第２の表示器に表示される内容は予め設定されているため、利用者のニーズに
応じて変更することが不可能であった。このため、従来の携帯無線機においては、第２の
表示器が設けられているにもかかわらず、その機能が十分に活用されていないという欠点
があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、第１の表示器に比べて小さい第２の表
示器に表示させる表示内容をユーザが任意に設定することができる携帯無線機を提供する
ことを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明は、第１の表示器と第２の表示器とを備える携帯無線
機において、前記第１の表示器の表示項目を記憶する第１の記憶手段（実施形態では、Ｒ
ＯＭ）と、前記第２の表示器の表示項目を記憶する第２の記憶手段（実施形態では、ＲＡ
Ｍ）と、前記第１の記憶手段に記憶されている前記表示項目（実施形態では、ＲＯＭに格
納されている情報のうちの「サブ画面表示選択」画面に表示される内容）から、前記第２
の表示器に表示する表示項目を選択し（実施形態では、決定キー１５が押下されることに
より選択される）、前記第２の記憶手段に格納されている前記表示項目を更新する選択手
段（実施形態では、操作部１０、即ち上キー１１、左キー１２、下キー１３、右キー１４
及び決定キー１５）とを具備することを特徴とする。
【０００８】
また、上記発明において、前記第１の表示器に表示する表示項目を指定する指定手段（実
施形態では、上キー１１、左キー１２、下キー１３、右キー１４及び決定キー１５）と、
前記指定手段によって指定された表示項目を前記第１の記憶手段から読み出して前記第１
の表示器に表示させる処理手段（実施形態では、処理回路）とを具備することを特徴とす
る。
また、上記発明において、前記指定手段は、前記第１の表示器に表示されている表示内容
をスクロールさせる機能を有していることを特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照し、本発明の一実施形態について説明する。
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図１～図３は、本発明の実施形態における携帯無線機の構成を示す図である。この携帯無
線機は折畳み式の携帯無線機であり、図１は本発明の携帯無線機の背面図、図１に示した
携帯無線機の側面図、図３は図１に示した携帯無線機の前面図である。ここで、前面は本
携帯無線機が折り畳まれた状態で内側になる側とする。
【００１０】
図１において、符号１は第１の筐体、符号２は第２の筐体、符号３はヒンジ、符号４は伸
長収納可能なホイップアンテナ、符号５は第２の表示器である。図２において、符号６は
スピーカ部、符号７は第１の表示器である。また、図３において、符号８は入力キー、符
号９はマイク部、符号１０は操作部である。この操作部１０は、図 4に示すように、上下
左右に表示内容をスクロールさせる上キー１１、左キー１２、下キー１３、右キー１４と
、決定キー１５とから構成され、これらのキーをユーザが操作することにより、第１の表
示器７に表示させる画面や、設定の変更などを行うことができる。なお、図１～図３にお
いて、構成及び機能が同じ要素に対しては同一の符号が付してある。
【００１１】
また、図２に示すように第１の表示器７は第１の筐体１の前面側に配置されており、第２
の表示器５は第１の筐体の背面側に配置されている。このように、第２の表示器５はヒン
ジ３を閉じた状態、即ち携帯無線機を折り畳んだ状態であってもユーザが目視できるよう
に配置されている。
また、本携帯無線機内部には、入力キー８あるいは操作部１０が操作されることにより発
行される様々な要求に対して、該要求に対応するプログラムを実行することにより所定の
処理を行う処理回路（図示略）と、該処理回路が実行するプログラムが格納されているＲ
ＯＭ（ Read Only Memory）と、データ記憶用のＲＡＭ（ Random Access Memory）とが設け
られている。このＲＡＭ（図示略）には、例えばユーザ設定の内容、相手先の電話番号等
が所定のエリアに記憶されている。
【００１２】
次に、本実施形態における携帯無線機が行う処理について説明する。なお、本実施形態に
おいて、第１の表示器７は、通常待ち受け状態の表示項目として、図５のＡに示すような
項目が表示されているとする。即ち、第１の表示器７には電池残量を示す「電池残量」、
電界の強度を示す「電界バー」、「日付」、「時計」、音量を大きくする「音量大」、電
話帳の設定を変更する「電話帳変更」、ユーザ設定等を行う「メニュー」、音量を小さく
する「音量小」が表示されている。また、第２の表示器５には、例えば図６に示すような
「電池残量」、「電界バー」及び「時計」の項目が表示されるように予め設定されている
。
【００１３】
以下、ユーザが第２の表示器５の表示項目を変更したい場合、例えば、第２の表示器５に
「電池残量」、「電界バー」、「着信時の相手先電話番号」及び「マナー設定」を表示さ
せたい場合について図５を参照して説明する。
【００１４】
まず、ユーザは、第 1の表示器７に表示されている待ち受け画面（図５のＡ）を確認しな
がら、右キー１４を操作して、「メニュー」を選択することにより、各種ユーザ設定の一
覧が表示される画面、即ち「メニュー」画面を表示させる要求を出す。これにより、メニ
ュー画面表示要求の信号が処理回路（図示略）に入力され、処理回路はこの信号に対応づ
けられて格納されている画面データをＲＯＭから読み出し、第 1の表示器７へ出力する。
この結果、第 1の表示器７には、図５のＢに示すような「メニュー」画面が表示される。
【００１５】
次にユーザは、この「メニュー」画面において、第２の表示器５に表示させる表示項目を
変更するための画面である「サブ画面表示選択」画面を表示させる要求を操作部１０を操
作することにより行う。即ち、ユーザは下キー１３を押下し、「サブ画面表示選択」を画
面の中央に移動させ、続いて決定キー１５を押下する操作を行う（図５のＣ）。これによ
り、「サブ画面表示選択」画面表示要求の信号が処理回路に入力され、処理回路はこの信
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号に基づいて格納されている画面データをＲＯＭから読み出し、第 1の表示器７へ出力す
る。この結果、第１の表示器７には図５のＤに示すような「サブ画面表示選択」画面が表
示される。
【００１６】
この「サブ画面表示選択」画面では、複数の項目が一覧表示されている。例えば、「電気
残量」、「電界バー」、「時計」、「相手先 No」、「メール有無」、「マナー設定」等、
ユーザが得たい情報であると考えられる表示項目が表示され、また、第２の表示器５に示
されるように第２の表示器５に表示される項目として設定されている項目には（＊）が付
加されている。
【００１７】
ユーザは、この画面で新たに第２の表示器５に表示させたい項目である「相手先 No」と「
マナー設定」とに（＊）を付加させ、更に表示させたくない項目の「時計」に付加されて
いる（＊）を消去する操作を行う。
【００１８】
以下、ユーザが行う操作手順を説明する。まず、一番始めに提供される「サブ画面表示選
択」画面では、図５のＤのように電池残量が選択されている。ユーザは、この状態からま
ず設定変更を行いたい項目である「時計」の項目を選択すべく、下キー１３を２回押下し
て、「時計」を選択させる。これにより、第１の表示器７の表示画面は、図５のＤ、図５
のＥ、図５の順で切り替わる。
【００１９】
「時計」が選択されると、付加されている（＊）を消去する操作を行う。即ち、ユーザは
「時計」が選択されている状態で、決定キー１５を押下する。これにより、図５のＧに示
すように、「時計」に付加されていた（＊）が消去される。なお、本実施形態においては
、決定キー１５を押下することにより（＊）の付加・消去が行われる設定となっている。
【００２０】
続いて、ユーザは次に設定の変更を行いたい項目である「相手先 No」を選択するべく、下
キー１３を１回押下し「相手先 No.」を中央に表示させる（図５のＨ）。ユーザはこの状
態で、決定キー１５を押下することにより、「相手先 No」に（＊）を付加する。続いて、
ユーザは設定の変更を行いたい項目である「マナー設定」を選択するべく、下キー１３を
２回押下する。これにより、第１の表示器７の表示画面は、図５のＪ、図５のＫの順で切
り替わる。ユーザは、図５のＫの画面、即ち「マナー設定」が選択された状態で決定キー
１５を１回押下する。これにより、図５のＬに示すように、「マナー設定」に（＊）が付
加される。
【００２１】
ユーザは上述した操作により、第２の表示器５に表示させたい全ての項目に対して（＊）
を付加し、また、表示させたくない項目に付加されていた（＊）を消去すると、「設定終
了」を選択するべく下キー１３を押下する。これにより、図５のＭに示すように「設定終
了」が選択される。ユーザは、更に決定キー１５を押下することにより、設定終了を実行
させる。
【００２２】
これにより、「サブ画面表示選択」画面でユーザによって入力された表示項目のデータが
処理回路へ出力され、処理回路は、ＲＡＭの所定のエリアに記憶されていた第２の表示器
の表示項目データを、今入力された表示項目データに書き換える。そして、処理回路は、
表示項目の書き換え処理が終了すると、第１の表示器７に設定変更処理が終了した旨を通
知するメッセージを出力する。この結果、第１の表示器７には、図５のＮに示すような内
容が表示される。そして、この画面が表示されてから所定時間経過後、第１の表示器７の
表示画面は図５のＡに示した待ち受け画面へ戻る。
【００２３】
上述の操作を行うことにより、第２の表示器５には図７に示すように、「電池残量」、「
電界バー」、「着信時の相手先電話番号」及び「マナー設定」が表示される。
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なお、本実施形態においては、上下左右４つのキー１１～１４と、決定キー１とからなる
操作部１０によって設定を行ったが、ジョグ（回転）キーや、入力キー８から設定を行う
ようにしてもよい。また、「サブ画面表示選択」画面で各表示項目の表示／非表示を（＊
）の有無で設定したが、この項目の表示／非表示の設定方法については、この方法に限定
するものではない。
【００２４】
また、本実施形態において、第２の表示器に表示される表示項目は、文字情報に限らず、
絵や、写真などのデータをＲＡＭあるいはＲＯＭに格納しておくことにより、ユーザが好
む写真などを第２の表示器に表示させることも可能である。
【００２５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の携帯無線機によれば、第１の表示器の表示項目を記憶する
第１の記憶手段と、第２の表示器の表示項目を記憶する第２の記憶手段と、第１の記憶手
段に記憶されている表示項目から、第２の表示器に表示する表示項目を選択し、第２の記
憶手段に格納されている表示項目を更新する選択手段とを有するので、携帯無線機を折り
畳んだ状態であっても、ユーザが必要とする情報を第２の表示器に表示させることができ
るので、利便性が向上するという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の一実施形態による携帯無線機の背面図である。
【図２】　同実施形態における携帯無線機の側面図である。
【図３】　同実施形態における携帯無線機の前面図である。
【図４】　図３に示した操作部１０の構成を示す図である。
【図５】　第２の表示器５の表示内容を変更させるための操作を説明するための説明図で
ある。
【図６】　表示内容変更前における第２の表示器５の表示内容を示す図である。
【図７】　表示内容変更後における第２の表示器５の表示内容を示す図である。
【符号の説明】
５　第２の表示器
７　第１の表示器
１０　操作部（指定手段）
１１　上キー
１２　左キー
１３　下キー
１４　右キー
１５　決定キー
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(6) JP 3670192 B2 2005.7.13



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                            ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｑ   7/38                         Ｈ０４Ｍ   1/02    　　　Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｔ          　　　　　

(72)発明者  内野　晃彦
            神奈川県横浜市都筑区加賀原２丁目１番１号　京セラ株式会社　横浜事業所内

    審査官  吉村　博之

(56)参考文献  特開平１１－２４３４４２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１３６３２３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１２７８６０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－０３７６９７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２６５２５４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04M  1/247

(7) JP 3670192 B2 2005.7.13


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

